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研究成果の概要（英文）：The main research findings are follows: First, in innovation communities 
where the most co-creation by consumers occur, the study revealed that high co-creation orientation 
among consumers (i.e., low mono-creation orientation) is not related to the quantity of user 
innovations (number or whether they occur), but affects the quality (functionality) of the 
innovations. Second, the study revealed the relationship between consumers' motivation to make 
things and the occurrence and disclosure of user innovation while taking into account the community 
that underlies co-creation. Third, the study revealed the impact on the buyer of the labeling of the

















的研究（平成 20 年〜23 年の基盤(C)および平成 18 年〜19 年の若手研究(スタートアップ)）を通
して、消費者のアイデアを起点に企業が開発した製品、すなわち、消費者と企業との共同創造製
品が、企業の専門家のアイデアを起点に開発した製品に比べて、売上や新規性などの市場成果を


























































 本研究の主な成果として 3 本の研究を取り上げた上で、研究成果の国内外での位置づけやイ
ンパクト、そして、今後の展望を報告する。 
 
























































(３) 第 3 の主な成果は、消費者と企業との共同創造による商品という表示が、買い手に与える
影響を明らかにしたことである（Nishikawa, Schreier, Fuchs and Ogawa,2017）。 
すでに、消費者と企業との共同創造は、売上や新規性などの市場成果をあげることは明らかに
図 1 共創・競争志向とユーザー・イノベーション 
表 1 イノベーション・コミュニティの類型化 






















































内外で評価されたことが挙げられる。第 1 の主な成果である大久保・西川 (2017）は、学術的に
評価をうけ、日本マーケティング学会の 2017 年度の「マーケティングジャーナル ヤングスカラ
ー賞」を受賞した。同じく第 3 の主な成果である Nishikawa et al.(2017)は、国際的な評価をうけ、
WU (Vienna University of Economics and Business)による 2018 年度の The WU City of Vienna Best 
Paper Award を受賞するに至った。さらに、本研究成果の知見を活かした書籍『1 からのデジ
タル・マーケティング』（碩学舎, 2019 年）は、「日本マーケティング学会マーケティング本
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